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リチウムイオン電池の電極における残留溶媒について

正極集電体アルミ箔に残留した溶媒成分を定量分析いたします。

リチウムイオン電池
正極集電体アルミ箔中の残留溶媒試験

Cat.No 3E4J-082-00-230823

リチウムイオン電池の正電極を製造する一般的な工程は、バインダーを溶解した溶媒中に活物質と導電助剤を分散させ
てスラリーとし、それを集電体（Al箔）上に塗布し乾燥させ電極とするものです。その際溶媒としてNMP（N-メチル-2-ピロリ
ドン）がよく用いられます。

電極に残留したNMPは抵抗増加による電池性能低下の要因となるとともに、環境への影響（VOC排出規制、REACH規則
の SVHC リスト指定）も懸念されます。

NMPのクロマトグラム（GC/MS）分析フロー

当社の残留溶媒分析の特徴

● 当社では集電体（Al箔）中のNMPをはじめ、代替品として研究されているその他の溶媒成分についてもご要望に応じて定
量いたします。

● GC/MSによる高感度、高精度な定量分析を提案いたします。

● 定量分析以外に、どのような溶媒成分が残留しているか調査する定性分析にも対応いたします。

※ 電解液の組成分析・劣化成分解析等、その他の有機分析にも対応いたします。

方法：ガスクロマトグラフ/質量分析法（GC/MS） 報告下限値：1ppm *検体により異なります
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3E4J-068-00 LCMSによるリチウムイオン電池電解液の劣化成分解析 3S3J-066-00 リチウムイオン電池電解液の定性・定量分析
321J-133-00 リチウムイオン電池の電解液分析・評価

残留溶媒分析例


